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Portable License Unit： ハイブリッド 
クラウド対応の vRealize Suite 向け
ライセンス体系
VMware は、VMware vRealize® Suite に Portable License Unit 

（PLU） を導入しました。これにより、vRealize Suite の 1 つのライ
センスを、VMware vSphere® ベースの仮想環境、サードパーティの
ハイパーバイザー、物理サーバ、VMware vCloud® Air™、その他
すべてのサポート対象パブリック クラウドなどの、ハイブリッド 

および異種混在環境にわたって柔軟に展開できます。PLU では、 
1 つのライセンス キーで、1 個の vSphere CPU 上にあるオペレー
ティング システム インスタンス （OSI） / 仮想マシン （台数無制限）、
またはサポート対象のパブリック クラウド上にある OSI を最大 15 個
まで管理することができます 1。

オンプレミスの vSphere 環境とパブリック  
クラウドとの間をシームレスに移動
vRealize Suite が管理しているワークロードがほかの環境へと移動
すると、PLU の体系が自動的に切り替わります。これは vRealize 

Suite のデフォルトの機能で、ライセンスの変換や追加コストは 

不要です。この機能は、有効な SnS 契約をお持ちの既存のお客様
と新規のお客様を含む、vRealize Suite および VMware vCloud 

Suite® のすべてのお客様にご利用いただけます。

vCloud Suite または vRealize の既存のライセンスを vCloud Suite 

7.0 または vRealize Suite 7.0 にアップグレードすると、Portable 

License が適用され、オンプレミス環境とサポート対象のクラウド
環境にわたって追加コストなしで使用できます。

オンプレミスの vSphere CPU での無制限の
ワークロード、またはその他の環境で 15 の 
ワークロードを単一のライセンス キーでサポート
vRealize Suite は、1 つの PLU で、オンプレミスの vSphere CPU 

上にある OSI / 仮想マシンを無制限に、また、パブリック クラウド
に展開された OSI を最大 15 個まで管理できます。これらの環境 

には、vCloud Air、vCloud Air Network パートナー、その他の
サポートされているパブリック クラウド、サードパーティ製のハイ
パーバイザーや物理サーバなどが含まれます。

ライセンスは、オンプレミスの 1 個の vSphere CPU 上で使用するか、
オフプレミスのサポートされているパブリック クラウドで OSI 単位
で使用することができますが、一度に両方で使用することはできま
せん。

VMware Portable License Unit の
主なメリット
VMware の PLU のライセンス体系によるメリットは次のとおりです。

• ライセンス利用の最適化： PLU は、CPU ベースのライセンス体系
のメリットと、OSI ベースのライセンス体系のメリットを合わせ
持っています。vSphere 環境では、CPU 単位で OSI を無制限に
管理でき、ハイブリッドまたは異種混在環境では、OSI 単位の体系
を活用してワークロードを柔軟に管理できます。環境の変化にも
柔軟に対応し、現在および将来のニーズに応じてライセンスを利用
できるため、VMware への既存投資をそのまま活用いただけます。

• 変化に対応する一貫性： ワークロードの基盤となるインフラスト
ラクチャが、オンプレミスからオフプレミス （またはその逆） へと
変更されても、PLU によって vRealize Suite の現在の環境を引き
続き使用できます。ライセンス体系は自動的に変換されるため、
切り替えを行う必要はありません。

• コスト削減： PLU は柔軟性に優れているため、新しいライセンス
の購入や、アップグレード料金が加算されて CPU から OSI 体系 

（またはその逆） に切り替えられることはありません。

単体製品のライセンスには変更なし 
Portable License は、VMware vRealize Operations™、vRealize 

Automation™、vRealize Business™ for Cloud、vRealize Log 

Insight™、vRealize Code Stream™、vSphere などの単体製品には
適用されません。したがって、過去に OSI 単位または CPU 単位で
購入したソフトウェア ライセンスを PLU に変換することもできま
せん。

Public Cloud Extension の提供終了
PLU の導入に伴い、VMware は vRealize Operations および 

vRealize Automation 向けの Public Cloud Extension サービス
を終了します。Public Cloud Extension サービスは当初、CPU 

単位で価格が設定された vCloud Suite をパブリック クラウドへと
拡張するために導入されましたが、vCloud Suite に含まれる 

vRealize Suite のすべてのエディションで、Portable License が
デフォルトで適用されるため、Public Cloud Extension を購入 

いただく必要がなくなりました。

VMware Portable License Unit

1 一部の Enterprise License Agreement では利用条件が異なる場合があります。詳細
については、VMware の担当者にお問い合わせください。


